ABC2015Summer 簡単IoTハンズオン
OMOIKANetプラットフォームハンズオンセミナー資料
序．配布CDの内容
ABC2015S－－Arduino－－Control－－Control.ino
        ｜         ｜－IDE－－ArduinoJson-master.zip

        ｜         ｜－TempHumid－－TempHumid.ino

        ｜－datasheet－－OMOIKANet仕様書.doc
        ｜           ｜－OMOIKANetプラットフォーム用通信シールドMinerva.doc
        ｜           ｜－温度センサLM61.pdf
        ｜           ｜－湿度センサRHI_112.pdf
        ｜－HTML－sample.html
        ｜－Arduino用変換基板回路図.pdf
        ｜－OMOIKANetプラットフォームハンズオンセミナー資料.doc（本資料）
        ｜－ハンズオン基板回路図.doc
        ｜－プレゼン資料.ppt
        ｜－リンク集.txt
１．ハンズオン作業内容
０）環境整備
・無線LAN通信を利用してインターネットに接続します
・ArduinoIDEを取得してインストールします
・H/Wの確認を行ないます

・開発者画面でベンダ登録、ユーザ登録を確認します

１）温度・湿度データの送信と閲覧
・ハンズオン基板上に実装されている温度センサ、湿度センサからArduinoを使ってデータを取得し、DBサーバに送信します
・標準で用意しているデータ閲覧画面を利用して、送信されているデータを表示します
２）ローカルHTMLファイルでの閲覧
・ローカルにあるHTMLファイルからAPIサーバに接続してデータを受信します
３）LEDの遠隔制御         
・ハンズオン基板に実装されている２個のLEDをControl機能を利用して遠隔操作します
２．環境整備
１）無線LAN環境
①WLANシールド
・手元にあるWLANシールドは既にWLANルータとの設定を済ませているため、設定は不要です。

②PC
・ご自身でインターネット接続環境を有している場合にはそちらをご利用下さい。
・ご自身でインターネット接続環境を有していない場合には、以下のルータに接続して下さい。
SSID：aterm-b371d5-g    暗号化キー：30b574b5351b6

２）ArduinoIDE
①IDE
・以下のURLから、ご自身のOSに即したIDEをダウンロードしてインストールして下さい。
https://www.arduino.cc/en/Main/Software

②ArduinoJSONライブラリ
・配布CDの「Arduino」-「IDE」フォルダにある ArduinoJson-master.zip ファイルを適当なローカルフォルダにコピーします。

・ArduinoIDEを起動して、「スケッチ」－「ライブラリを使用」－「ライブラリをインストール」を選択し、先ほどコピーしたArduinoJson-master.zip ファイルを指定して「開く」ボタンを押下します。
・ArduinoIDEを再起動して、「スケッチ」－「ライブラリを使用」に ArduinoJson-master が追加されれば、設定は終了です。
３）ハンズオンH/Wの確認
・Arduino
・ハンズオン基板（ユニバーサル基板）
・Arduino用変換基板（OMOIKANet Standard Adapter for Arduino と記載）
・通信シールド（シールド基板 と記載）
・ACアダプタ

４）開発者画面

①ユーザログイン
・適当なブラウザから以下のURLにアクセスします。
http://isotakeru.mybluemix.net

・お手元に配布しているユーザログイン情報を使ってログインします。
・画面上部に表示されているメニューバーから「users」を選択すると、ログインしているユーザ情報を表示します。
・ユーザは自身の所有するシリアル（デバイス）を登録することができます（固体には固有のシリアル番号とパスフレーズが設定されており、２つの情報のペアを正しく登録した場合にのみシリアルを登録することができます）。
・本日のハンズオンでは画面の確認に留めてください（既にハンズオンに必要な設定は予め行なっております）。

②ベンダログイン
・適当なブラウザから以下のURLにアクセスします。
http://isotakeru.mybluemix.net

・お手元に配布しているベンダログイン情報を使ってログインします。
・画面上部に表示されているメニューバーから「vendors」を選択すると、ログインしているベンダ情報を表示します。
・画面上部のメニューから「products」を選択すると、ベンダはプロダクトを登録することができます（本日のハンズオンでは画面の確認に留めてください）。
・ベンダはプロダクト毎に「Control」を設定することが可能です（本日のハンズオンでは画面の確認に留めてください）。

３．温度・湿度データの送信と閲覧
０）仕様
・15秒に一度、温度センサと湿度センサのデータを検知し、サーバに送信する。

１）温度センサ
①温度センサ
・温度センサの詳しい仕様については、配布CDにあるデータシートをご確認ください。
・この温度センサは検知した温度にリニアなアナログ出力をします（0℃で600mV、1℃変化毎に10mV変化）。
・例えば20℃の場合には 600mV ＋ 20℃×10mV ＝ 1.4V の出力となります。
・温度センサの出力はArduinoのA1入力に接続されているので、A1入力の入力値を温度に換算します。
・Arduinoのアナログリファレンスは5V、分解能は10bit（0～1,023）ですので、換算式は以下の通りとなります。
温度（℃） ＝ （入力値 ／ 1,024 ＊ 5,000mV － 600 ） ／ 10

２）湿度センサ
・湿度センサの詳しい仕様については、配布CDにあるデータシートをご確認ください。
・この湿度センサは検知した温度にリニアなアナログ出力をします（50%で1.5V、90%で3.0V）。
・1%変化毎に37.5mV変化します（但し10%以下は保証されません）。
・湿度センサの出力はArduinoのA0入力に接続されているので、A0入力の入力値を湿度に換算します。
・換算式は以下の通りです（この換算式では入力0Vの時に湿度10%と近似しています）。
湿度（％） ＝ 入力値 ／ 1,024 ＊ 5,000 ／ 37.5 ＋ 10

３）OMOIKANet電文構造と注意点
・電文はJSON形式で送信するので、ArduinoJSONライブラリを利用します。
・ArduinoJSONライブラリでは myJSON["キー"] ＝ "値" と記述します。

・message機能を利用する際には、以下のキーを利用します。
－"message":""（長さ0の文字列固定）

－"msnumber":1（１プロダクトに複数の電文を設定する際に電文番号を指定、今回は1）
－"action":0（message機能の場合には0）

・取得データとして "temp"キー に温度データを、"humid"キー に湿度データを設定します。
・＜重要＞2015.7月版のリリースでは内部バグのために、起動時に一度コマンドモードに入るようにしてください。
Serial.println("***COM IN***");

  delay(1000);

  Serial.println("***COMOUT***");

・通信シールドのシリアル通信速度はデフォルトでは14,400bpsですので、Arduinoのシリアル通信も同様に設定して下さい。
Serial.begin(14400);

４）Arduinoソースコードと書き込み
・配布CDの「Arduino」－「TempHumid」にある TempHumid.ino を参考にソースコードを作成し、USBケーブルを利用してArduinoに書き込みをして下さい。
・Arduinoへの書き込みは「ファイル」－「マイコンボードに書き込む」を選択するか、メニュー画面上の「→」ボタンを押下して行ないます。

・＜重要＞Arduinoに書き込む際、通信シールドが接続されているとArduinoIDEと干渉しますので、必ず通信シールドを一旦取り外してから書き込みを行なって下さい。
・書き込みに失敗する場合は、「ツール」－「ポート」を選択して、Arduinoが正しく選択されていることを確認してください（ArduinoはUSB-シリアル変換ICを内蔵しており、このドライバが正しくインストールされている必要があります。Arduinoを選択できない場合には一旦Arduinoを抜き差しする等して、ドライバがインストールされるようにしてください）。
・正しく書き込みが終了したらUSBケーブルを外して、通信シールドを挿入し、ACアダプタを電源に接続して下さい。
５）サンプル画面での確認
・以下のURLにアクセスし、予め配布しているユーザログイン情報を使ってログインしてください。
http://isotakeru.mybluemix.net

・画面上部のメニューバーから「messages」を選択します。
・「Serial」ドロップダウンリストからご自身のシリアル番号を選択します。
・画面に最新のデータ10件が表示されます。

４．ローカルHTMLファイルでの閲覧
１）ローカルHTMLファイルの確認
・配布CDの「HTML」フォルダにある sample.html ファイルをブラウザで開き、ローカルファイルからデータの閲覧が可能であることを確認します（データはAPIで提供するので、APIに正しく接続できれば、Webサーバがなくても動作します）。
２）取得件数の変更
・上のファイルをテキストエディタ等で開きます。
・170行目にある limit: 20, を適当な数値に変更して保存します。
・同じファイルを再度ブラウザで開いて、表示件数が変更されていることを確認します。
・データ取得件数の上限値は1,000件、デフォルトは10件です。

３）取得期間の変更
・同じファイルをテキストエディタ等で開きます。
・171行目にある //date_from: "2015-07-07T20:10:45", のコメント（//）を外し、日時の設定を適当に変更して保存します。
・同じファイルをブラウザで開いて、表示期間が変更されていることを確認します。
・date_from の替わりに date_to を指定することも可能です。

・日時の指定方法は以下の通りです
"yyyy-mm-ddThh:mm:ss"

・date_from と date_to を件数と同時に指定した場合には、期間が無視されます（内部矛盾回避のため）。

４）その他APIに関する情報
・APIの詳しい使い方については以下のURLにあるドキュメントを参照して下さい。
http://isotakeru.mybluemix.net/documents
５．LEDの遠隔制御
１）ハンズオン基板
・ハンズオン基板にはLEDが２個実装されています。
・LEDのある辺を上に置いた時、左側のLEDがLED1、右側のLEDがLED2になります。
・LED1はArduinoのD5、LED2はArduinoのD6ピンにそれぞれ接続されています。
・ArduinoのD5,D6ピンは8bit（0～255）のPWM出力として利用できます。
AnalogWrite（5,128); //D5ピンのPWM出力を128/255 に設定（LEDの明るさが半分に）

２）遠隔制御仕様
・OMOIKANetでは、同時に最大4つのコマンドを送信することができます。
・各コマンドはアルファベット2文字で構成されます（aa～ZZ）。
・各コマンドには2桁の数値をパラメータとして設定します（00～99）。
・各コマンドのキーは "Cx"（xはコマンド番号、1～4）となります。
・遠隔制御コマンドの例を以下に示します。
"C1":"AA00","C2":"BB50","C3":"CC99","C4":"DD00",
コマンド１はAAをパラメータ00として設定、

コマンド２はBBをパラメータ50として設定、

コマンド３はCCをパラメータ90として設定、

コマンド４はDDをパラメータ00として設定、

・プロダクトには4を超えるコマンドを設定可能です。
・コマンドの設定は開発画面にベンダログインして行ないます。

３）Arduinoソースコードと書き込み
・本ハンズオンではLED1の制御用コマンドに "AA"、LED2 の制御用コマンドに "BB"を指定します。
・パラメータで設定する数値に応じて、対応するLEDの明るさを変更する遠隔操作を行います。
・パラメータが "00"の場合には消灯、 "99" の場合には全灯とし、数値にリニアにLEDの明るさを変更させます。
・ArduinoのPWMは0～255、OMOIKANetのコマンドパラメータは0～99なので、送信されたパラメータを 2.5倍した数値をPWMの出力値として設定します。
・配布CDの「Arduino」－「Control」にあるControl.inoを参考にソースコードを書き込みます。
・書き込みの際の注意事項は温度湿度センサの際と同様です。

４）サンプル画面での操作確認
・以下のURLにユーザでログインします。
http://isotakeru.mybluemix.net
・画面上部のメニューバーから「send message」を選択します。
・「Serial」ドロップダウンリストからご自身のシリアルを選択します。
・「LED1」「LED2」の各インプットに 0～99までの任意の数値を入力し、「send」ボタンを押下します。
・ハンズオン基板上のLEDが、正しく制御されていることを確認します。
